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1 

日本原子力研究開発機構 

敦賀廃止措置実証部門 

新型転換炉原型炉ふげん 

 

令和 5 年度新型転換炉原型炉ふげん総合防災訓練計画 

 

１．訓練目的 

   本訓練では、原子力防災中期計画（令和 4 年度～令和 6 年度）に基づき、新型転換炉原型

炉ふげんにおいて EAL 事象の発生を想定し、国、自治体等へ正確に情報提供等を行えるよう

対応体制の習熟を図るとともに、前年度から改善を図った事項の有効性を確認する。 

 

２．達成目標 

  原子力防災中期計画を踏まえ、以下の達成目標を設定する。 

（１）ふげん現地対策本部（以下「現地対策本部」という。） 

①大規模地震（震度 6 弱）の発生により、作業員の負傷、作業員の皮膚汚染等の事象が発

生した場合に、負傷者等の保護・搬送及び汚染者の除染対応ができること。【第 1 部訓

練】 

②使用済燃料搬出において、大規模地震（震度 6 弱）の発生により、原子力災害対策特別

措置法（以下「原災法」という。）第 10 条及び第 15 条事象に至る可能性がある事故が

発生した場合に、事故対応、EAL 判断などの情報整理、機構内外への情報共有、外部連

絡ができること。【第 1 部訓練】 

③通常の通信手段、TV 会議システムの不調が発生した場合に、代替手段により、機構内外

への情報共有、通報連絡が実施できること。【第 1 部訓練】 

④EAL 事象発生時、現地対策本部で情報整理し、機構内外に対して、正確な情報提供がで

きること。【第 2 部訓練】 

⑤前年度訓練の課題に対する改善策の有効性を確認すること。 

・課題） 

FAX 記載内容のチェック機能を強化する必要がある。【第 1 部訓練及び第 2 部訓練】 

    ・更なる改善事項 1） 

      地震発生（訓練開始）時の館内放送内容が、本部要員の招集のみとなり、安全確保、

協力会社及び外来者への避難先の案内等の注意喚起が不足していた。【第 1 部訓練】 

    ・更なる改善事項 2） 

      ホワイトボードへの時系列の記入を、狭い緊急対策所内で 4 枚に分け、入手情報を

記入しているが、時系列の整理上、ホワイトボードが有効に活用されていない。 

また、放管班の記載においては、表を手書きで記入している。【第 1 部訓練及び第 2

部訓練】 

（２）敦賀対策本部 

①ERC 対応者は、現地対策本部から入手した情報に基づき、機構対策本部を補佐し、ERC

へ正確な情報提供ができること。また、敦賀対策本部要員も現地対策本部から情報を入

手し、適切な対応をとり、機構内に正確な情報提供ができること。【第 1 部訓練及び第 2

部訓練】 

②敦賀対策本部の主要な要員が不在の場合を想定し、代理者による対応が実施できること。

【第 1 部訓練】 

③通常の通信手段、TV 会議システムの不調が発生した場合に、代替手段による機構内外へ

の通報連絡の実施及び情報共有の補助が実施できること。【第 1 部訓練】 

④前年度訓練の課題に対する改善策の有効性を確認すること。 

・課題） 

  機構対策本部と敦賀対策本部が連携した上で、ERC に対して施設の現状を踏まえた情

報共有をすることができていない。【第 1 部訓練】 

（３）機構対策本部 

①機構対策本部 ERC 対応ブースの統括者及び発話者の対応について習熟が図れること。【第

1 部訓練】 
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②前年度訓練の課題に対する改善策の有効性を確認すること。【第 1 部訓練】 

・課題 1） 

      EAL 未満の発生事象に対する戦略について、全体像とその進捗が視覚的に ERC へ説

明できていない。 

    ・課題 2） 

      FAX 送信した資料が相手方で内容を認識できる状態になっていない。 

    ・課題 3） 

      機構対策本部と敦賀対策本部が連携した上で、ERC に対して施設の現状を踏まえた

情報共有をすることができていない。 

 

３．主な検証項目 

達成目標、前年度から改善を図った事項を踏まえ、以下の検証項目を設定する。 

（１）現地対策本部 

① 原子炉施設内での作業員の負傷、管理区域での作業員の皮膚汚染等の事象が発生した場

合に、総務班は、負傷者を保護し、病院への搬送ができること。また、放射線管理班は、

作業員の皮膚汚染を適切な方法で除染が実施できること。【第 1 部訓練】 

② 使用済燃料搬出作業中において、事故が発生した場合に、現地対策本部内で情報整理、

事故対応、事象進展予測を行い、公衆被ばくへの影響等を評価し、機構内外への情報共

有、外部連絡ができること。【第 1 部訓練】 

③ 通常の通信手段、TV 会議システムの不調が発生した場合に、代替手段へ切替を行い、機

構内外への情報共有、連絡が実施できること。【第 1 部訓練】 

④ EAL 事象発生時、現地対策本部で情報整理し、機構対策本部等の機構内に対して機構 TV 

会議システム、画像配信システム等により情報共有するとともに、機構外に対して、FAX

送信、着信確認を行い、正確な情報提供ができること。【第 2 部訓練】 

⑤前年度訓練の課題に対する改善策の有効性を確認すること。 

・改善策の検証 1） 

FAX 記載内容チェックシートを用いてダブルチェックを行い、時間、数値に誤りが

ないことの確認を確実に実施できること。【第 1 部訓練及び第 2 部訓練】 

    ・改善策の検証 2） 

      地震発生（訓練開始）時の館内放送において、本部要員の招集以外に、安全確保、

協力会社及び外来者への避難先の案内等の注意喚起ができること。【第 1 部訓練】 

    ・改善策の検証 3） 

      ホワイトボードが有効に活用され、また、放射線管理班の記載においては、表の記

入方法が改善されていること。【第 1 部訓練及び第 2 部訓練】 

（２）敦賀対策本部 

①ERC 対応者は、現地対策本部から機構 TV 会議システムにより情報を入手し、統合防災ネ

ットワークシステムに接続された TV 会議システムにより、敦賀対策本部を補佐し、想

定される対策の情報を含め ERC へ正確な情報提供ができること。また、機構対策本部要

員は機構 TV 会議システムにより、現地対策本部から情報を入手し、原子力事業所災害

対策支援拠点の立上げ等の適切な対応をとり、機構内に正確な情報提供ができること。

【第 1 部訓練及び第 2 部訓練】 

②敦賀対策本部の主要な要員が不在の場合を想定し、代理者が代行して指揮、情報収集等

の対応が実施できること。【第 1 部訓練】 

③通常の通信手段、TV 会議システムの不調が発生した場合に、代替手段による機構内外へ

の通報連絡の実施及び情報共有の補助が実施できること。【第 1 部訓練】 

④前年度訓練の課題に対する改善策の有効性を確認すること。 

・改善策の検証） 

  機構対策本部と敦賀対策本部の連携の仕方が整理され、施設の現状を踏まえた情

報共有がされていること。【第 1 部訓練】 

（３）機構対策本部 

①機構対策本部 ERC ブースの統括者及び発話者が連携し、「発話ポイント＊」を意識した

ERC との情報共有ができること。【第 1 部訓練】 

＊報告内容のポイントを整理した発話例 
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②前年度訓練の課題に対する改善策の有効性を確認すること。 

 ・改善策の検証 1） 

 EAL 未満の発生事象に対する戦略について、COP シートを整備・活用して全体像とそ

の進捗が視覚的に ERC へ説明できること。【第 1 部訓練】 

    ・改善策の検証 2） 

      FAX送信した資料が相手方で内容を認識できる状態となっていること。【第 1部訓練】 

    ・改善策の検証 3） 

      機構対策本部と敦賀対策本部の連携の仕方が整理され、施設の現状を踏まえた情

報共有がされていること。【第 1 部訓練】 

  

４．実施日時 

第 1 部訓練：令和 5 年 10 月 17 日（火） 10 時 00 分～12 時 00 分（予定） 

第 2 部訓練：令和 5 年 10 月 17 日（火） 13 時 30 分～14 時 30 分（予定） 

 

５．実施場所 

   新型転換炉原型炉ふげん（現地対策本部） 

   敦賀廃止措置実証本部（敦賀対策本部） 

   機構本部（原子力施設事態即応センター：機構対策本部） 

 

６．訓練想定 

 （１）事象発生時間帯 

     平日勤務時間帯を想定（訓練時間は当日実時間で進行） 

 （２）訓練対象施設 

     新型転換炉原型炉ふげん 

 （３）事象想定 

第 1 部訓練：使用済燃料搬出作業中において、大規模地震（震度 6 弱：AL）が発生し、

これに起因したトラブル事象の発生を想定する。 

第 2 部訓練：大規模地震（震度 6 弱：AL）が発生し、これに起因した原災法第 10 条

及び第 15 条事象が発生したこと想定する。 

  

７．訓練項目（詳細は、添付資料-1 参照） 

７．１ 第 1 部訓練 

 （１）現地対策本部における訓練 

① 要員参集訓練 

② 通報連絡・情報共有訓練 

③ 緊急時環境モニタリング訓練 

④ ふげん退避者誘導訓練 

⑤ 原子力災害医療訓練 

⑥ その他の訓練(事象進展の把握・応急処置対応訓練) 

（２）敦賀対策本部 

① 機構内及びＥＲＣとの情報共有訓練 

② 通報連絡訓練 

③ 広報対応訓練 

（３）機構対策本部 

① 機構内及びＥＲＣとの情報共有訓練 

７．２ 第 2 部訓練 
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 （１）現地対策本部における訓練 

① 通報連絡訓練 

② その他の訓練(事象進展の把握・応急処置対応訓練) 

（２）敦賀対策本部 

① 機構内の情報共有訓練 

② 原子力事業者災害対策支援拠点との連携訓練 

（３）機構対策本部 

① 機構内の情報共有訓練 

 

８．訓練形式 

   〇シナリオ非提示型 

なお、訓練中の進行に影響のない対応の進展状況は、訓練時間のスキップを実施する。 

 

９．訓練の進行 

   コントローラからの条件付与により進行する。 

 

１０．実施体制、評価体制 

 ＜実施体制＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価体制＞ 

  ・評価のためのチェックリストを作成し活用する。（詳細は、添付資料-2 参照） 

・ふげん内外から選出された訓練モニタ及び外部機関の有識者より第三者の視点から課題の

抽出を図る。 

  ・訓練参加者による反省会等を通して実施状況を評価する。  

以 上 

 

 

 

 

 

 

現地対策本部 

※統合原子力防災ネットワークシステムに接続されたＴＶ会議システムによる情報共有 

要員派遣(一部模擬) 

 

情報共有・報

告 

支援要請 

立ち上げ(模擬、要

素訓練にて実施) 

要員派遣(模擬、要

素訓練にて実施) 

通報連絡 

要員派遣 

 

情報共有 
（※） 

支援要請 

第１部訓練は対象外 

伝達・指示 

情報共有・ 
報告※ 

 

伝達・指示 

 

外部関係機関 
原子力緊急事態支援組織 

（楢葉遠隔技術開発センター） 

原子力事業所 

災害対策支援拠点 

 

 
敦賀対策本部 

若狭地域支援連携本部 

オフサイトセンター 

原子力規制庁 

緊急時対応センター 

（ＥＲＣ） 

 

若狭地区原子力事業者 

支援連携本部 

 

【原子力施設 

事態即応センター】 

機構対策本部 

第２部訓練は対象外 
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令和 5年度新型転換炉原型炉ふげん原子力防災訓練内容について［1/2］ 

 

〇現地対策本部における主な訓練 

訓練項目 訓練概要 訓練内容 

①要員参集訓練 
【第 1部訓練】 

○現地対策本部要員等の参集訓練
を実施 

イ）事象発生により緊急時応急対策対応要員を参集し、本部の設営を行う。 

②通報連絡・情報共有訓
練 
【第 1・2部訓練】 

○ふげん内外関係箇所への通報連
絡を実施 

イ）事象発生から終結までの情報を収集し、関係各所に通報、連絡を行う。 
ロ）通常の通信手段、TV会議システムが不調となった状況を想定し、代替手段による機構

内外への通報連絡・情報共有訓練を行う。 

③緊急時環境モニタリン
グ訓練 
【第 1部訓練】 

○環境モニタリング及び情報共有
の訓練を実施 

イ）ふげん構内及びふげん周辺監視区域境界付近についてモニタリングカーによる空間放
射線量率及び空気中ヨウ素濃度の測定等を行う。  

④ふげん退避者誘導訓練 
【第 1部訓練】 

○災害対策活動に従事しない所員
及び協力会社の避難訓練を実施 

イ）本部からの退避誘導指示に基づき、協力会社社員、外来者及び災害対策活動に従事し
ない所員について、館内放送による避難先の案内等の注意喚起、退避誘導者による指
定された集合・退避場所への誘導を行う。  

⑤原子力災害医療訓練 
【第 1部訓練】 

○被ばく・負傷者の救護訓練を実
施 

イ）管理区域内での負傷者を想定し、負傷者の搬出、汚染除去及び応急処置等の対応を行
う。 

⑥その他の訓練(事象進
展の把握・応急処置対応
訓練) 
【第 1・2部訓練】 

○発生した事象に対して事象進展
の把握・応急処置の対応訓練を
実施 

イ) 地震発生後の被災状況及びその対応状況、EAL事象の発生状況等について、機構 TV会  
議システムや画像配信システムを活用し、機構内の情報共有訓練を行う。（COPシート
の活用含む、ブリーフィングによる情報共有を含む。） 

ロ) EALに係る事象の発生状況を把握し、EAL事象の該当判断を行う。 
ハ) 原災法第 10条事象及び第 15条事象発生後、関係機関への要員派遣を決定し、派遣す

る。（要員派遣、支援は模擬。） 
ニ) 発生事象、事象進展等の情報を集約し、事象の把握と進展予測を行い、応急措置、拡

大防止策を立案し、指示を行う。（遠隔操作資機材の受取り等は要素訓練にて実施） 
ホ) 敦賀対策本部及び機構対策本部と連携し、ERC問合せ事項に対して回答及び補足説明

を実施する。 
ヘ) 国、自治体及び広報対応のための Q&A作成等の対応を実施する。 
 

 

 

 

添付資料-1 
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令和 5年度新型転換炉原型炉ふげん原子力防災訓練内容について［2/2］ 

 

○敦賀対策本部における主な訓練 

訓練項目 訓練概要 訓練内容 

①機構内及び ERCとの情
報共有訓練 
【第 1部訓練】 

○機構内及び ERC との情報共有訓
練を実施 

イ) 地震発生後の被災状況及びその対応状況、EAL事象の発生状況等について、機構 TV会
議システムや画像配信システムを活用した機構内の情報共有を行う。 

ロ）機構内から入手するプラント情報等について、機構対策本部が行う統合原子力防災ネ
ットワークを活用した ERCプラント班との情報共有を補佐する。 

ハ）現地対策本部の TV会議システムに支障が生じた際、現地対策本部に対して、代替手段
による復旧の補助を行う。 

②通報連絡訓練 
【第 1部訓練】 

○機構内外関係箇所への通報連絡
を実施 

イ）通常の通信手段が不調となった状況を想定し、代替手段による機構内外への通報連絡
訓練を行う。 

②原子力災害対策支援拠
点との連携訓練 
【第 2部訓練】 

○原子力災害対策支援拠点の立ち
上げ指示等を実施 

イ) 原子力事業所災害対策支援拠点の立ち上げ指示し、原子力事業所災害対策支援拠点の
立上げ対応ができることを確認する。（立上げ及び要員派遣は要素訓練により実施） 

ロ）オフサイトセンター及び若狭地域原子力事業者支援連携本部への要員派遣を指示し、
派遣要員の体制を確認する。 

③広報対応訓練 
【第 1部訓練】 

○プレス文作成 イ）発生事象の内容、応急措置の状況、環境への影響等について、ERC 広報班と連携して
プレス文を作成するとともに、機構対策本部と連携して機構模擬 HP への掲載、模擬記
者会見を行う。 

④機構内の情報共有訓練 
【第 2部訓練】 

○機構内の情報共有訓練を実施 イ）地震発生後の被災状況及びその対応状況、EAL事象の発生状況等について、機構 TV会
議システムや画像配信システムを活用した機構内の情報共有を行う。 

 

〇機構対策本部（即応センター）における主な訓練 

訓練項目 訓練概要 訓練内容 

①機構内及び ERCとの情
報共有訓練 
【第 1部訓練】 

○機構内及び ERC との情報共有訓
練を実施 

イ) プラント情報等について、機構 TV会議システムや画像配信システムを活用した機構内
の情報共有を行う。 

ロ) 機構内から入手したプラント情報等について、統合原子力防災ネットワークを活用し
た ERCプラント班との情報共有を行う。 

②機構内の情報共有訓練 
【第 2部訓練】 

○機構内の情報共有訓練を実施 イ）プラント情報等について、機構 TV会議システムや画像配信システムを活用した機構内
の情報共有を行う。 

以 上 
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シナリオ関係（Ｐ３７～
５６）はマスキングのた
め省略
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